
も
て
な
し
、設
備
、ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
個
性
が
光
る

軒

こ
だ
わ
り
の
宿
特
集（
接
客
・
施
設
・
雰
囲
気
編
）　
５
～
７
面

「
人
気
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル

選
」の
投
票
受
け
付
け
中（

月

日
締
め
切
り
）

女
性
的
な
優
し
さ
に
満
ち
た
宿

栃木県・
日光温泉 日光千姫物語 福島県・

土湯温泉 水織音の宿　山水荘
「
水
」の
恵
み
で
お
も
て
な
し

群馬県・
水上温泉 源泉湯の宿　松乃井

四
つ
の
源
泉
か
ら
掛
け
流
し

山梨県・
石和温泉 華やぎの章　慶山

和
太
鼓
シ
ョ
ー
で
特
別
な
一
夜
を

山 梨 県 ・
富士河口湖温泉郷 秀峰閣　湖月

足
湯
テ
ラ
ス
か
ら「
逆
さ
富
士
」

山 梨 県 ・
富士河口湖温泉郷 ＴＨＥ　ＫＵＫＵＮＡ

自
社
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
味
を
宿
で

静 岡 県・
修善寺温泉 新井旅館

歴
史
的
な
名
建
築
が
魅
力

長 野 県・
湯田中温泉 一茶のこみち美湯の宿

「
空
飛
ぶ
女
将
」が
お
出
迎
え

半
露
天
風
呂
付
き
和
風
ツ
イ
ン

　
日
光
千
姫
物
語（
根
本
芳
彦
社
長
）は
、

世
界
遺
産
の
「
日
光
の
社
寺
」
へ
徒
歩
５

分
と
、
抜
群
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
誇
る
。

　
女
性
的
な
優
し
さ
に
満
ち
た
宿
。
母
娘

の
旅
や
女
子
旅
で
訪
れ
る
人
も
多
く
、
宿

の
ス
タ
ッ
フ
は
女
性
客
を
「
お
姫
様
」
と

呼
ん
で
細
や
か
に
も
て
な
し
て
く
れ
る
。

　
客
室
は
９
タ
イ
プ
。
全
室
が
大
谷
川
の

大
自
然
を
望
む
日
本
古
来
の
和
風
美
あ
ふ

れ
る
ワ
イ
ド
空
間
だ
。

　
２
０
２
２
年
に
誕
生
し
た
「
半
露
天
風

呂
付
き
和
風
ツ
イ
ン
」
は
窓
を
全
開
す
る

と
完
全
な
オ
ー
プ
ン
エ
ア
バ
ス
に
な
り
、


畳
の
広
い
ス
ペ
ー
ス
に
は
ツ
イ
ン
ベ
ッ

ド
が
置
か
れ
る
な
ど
居
住
性
も
十
分
だ
。

客
室
数
限
定
で
エ
ア
ウ
ィ
ー
ヴ
ベ
ッ
ド
を

導
入
し
た
特
別
室
、
和
洋
特
別
室
な
ど
、

女
性
視
点
で
快
適
化
を
図
っ
た
部
屋
も
お

姫
様
気
分
を
演
出
し
て
い
る
。

　
女
性
の
た
め
の
温
泉
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ

の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
美
肌
効
果
顕

著
な
ア
ル
カ
リ
単
純
泉
が
楽
し
め
る
大
浴

場
と
露
天
風
呂
、
超
微
粒
水
粒
が
肌
や
髪

に
潤
い
を
与
え
る
「
テ
ル
マ
ー
レ
ミ
ス
ト

サ
ウ
ナ
」
、
シ
ル
キ
ー
バ
ス
な
ど
が
用
意

さ
れ
て
い
る
。

　
▽
栃
木
県
日
光
市
安
川
町
６
の

。
☎

０
２
８
８（
５
４
）１
０
１
０
。http://w

ww.senhime.co.jp

水
車
が
水
織
り
音
を
奏
で
る
（
外
観
）

　
福
島
県
吾
妻
山
の
山
懐
、
土
湯
温
泉
に

あ
る
「
水
織
音
の
宿
　
山
水
荘
」
（
渡
邉

利
生
社
長
）
。
「
水
が
織
り
な
す
幻
想
的

な
音
を
楽
し
み
な
が
ら
過
ご
し
て
ほ
し

い
」
と
の
思
い
を
込
め
た
屋
号
の
通
り
、

「
水
」
の
恵
み
を
生
か
し
た
お
も
て
な
し

が
魅
力
の
宿
だ
。

　
館
内
の
蛇
口
か
ら
出
る
水
は
全
て
、
宿

か
ら
山
を
分
け
入
っ
た
先
に
あ
る
「
た
ん

が
ら
山
」の
岩
盤
か
ら
湧
き
出
す
伏
流
水
。

水
質
日
本
一
に
も
選
ば
れ
た
軟
水
で
、
口

当
た
り
は
ま
ろ
や
か
、
肌
に
も
優
し
く
、

客
室
の
飲
料
水
や
浴
場
の
シ
ャ
ワ
ー
な
ど

館
内
の
至
る
所
で
利
用
で
き
る
。

　
料
理
に
も
そ
の
水
を
使
用
し
、
福
島
の

旬
の
食
材
で
仕
立
て
た
会
席
料
理
を
提

供
。
ふ
っ
く
ら
炊
き
上
げ
た
釜
め
し
や
だ

し
の
う
ま
み
が
際
立
つ
椀
物

わ
ん
も
の

、
湧
水
で
育

て
た
岩
魚
料
理
（
別
注
）
は
、
山
水
荘
が

厳
選
し
た
福
島
の
地
酒
と
も
よ
く
合
う
。

　
毎
分
約
２
６
０
㍑
と
豊
富
な
湯
量
を
誇

る
温
泉
露
天
風
呂
か
ら
は
、
勢
い
良
く
流

れ
落
ち
る
清
流
・
荒
川
二
段
の
滝
を
一
望
。

ま
さ
に
「
食
べ
て
、
飲
ん
で
、
眺
め
て
」

―
。
水
の
恵
み
を
全
身
で
体
感
し
た
い
。

　
▽
福
島
県
福
島
市
土
湯
温
泉
町
字
油
畑


。
☎
０
２
４
（
５
９
５
）
２
１
４
１
。

https://www.sansuiso.jp/ 

庭
園
に
面
し
た
「
蛍
あ
か
り
の
湯
」

　
「
源
泉
湯
の
宿
　
松
乃
井
」
（
戸
澤
千

秋
社
長
、
２
３
２
室
）
は
、
谷
川
岳
を
望

む
利
根
川
源
流
域
に
建
つ
。
四
つ
の
源
泉

か
ら
「
極
上
・
熟
成
温
泉
」
「
生
温
泉
」

と
称
す
る
湯
を
掛
け
流
し
。
二
つ
の
大
浴

場
、
三
つ
の
露
天
風
呂
、
五
つ
の
貸
し
切

り
風
呂
の
湯
め
ぐ
り
が
楽
し
め
る
。

　
二
つ
の
大
浴
場
は
、
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ

に
面
し
た
「
蛍
あ
か
り
の
湯
」
と
、
サ
ウ

ナ
も
併
設
し
た
「
月
あ
か
り
の
湯
」
。
そ

れ
ぞ
れ
に
趣
の
異
な
る
露
天
風
呂
が
あ

り
、
つ
ぼ
湯
、
寝
湯
な
ど
の
多
彩
な
湯
船

を
備
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
大
浴
場
を
囲
む
「
め
ぐ
り
湯

回
廊
」
か
ら
は
、
敷
地
面
積
１
万
坪
を
誇

る
日
本
庭
園「
華
松
園
」を
観
賞
で
き
る
。

春
の
草
花
、
夏
の
蝉せ

み

時
雨
、
秋
は
紅
葉
、

冬
は
雪
景
色
と
四
季
の
み
な
か
み
の
自
然

が
感
じ
ら
れ
る
。

　
近
隣
で
は
、
老
舗
旅
館
を
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
し
た
「
四
季
の
湯
宿
　
桃
山
流
」

（
７
室
）
、
薪ま

き

窯
レ
ス
ト
ラ
ン
や
農
産
物

の
直
売
所
が
あ
る
「
食
彩
の
駅
　
Ｍ
　
Ｆ

ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
」
も
運
営
し
て
い
る
。

　
▽
群
馬
県
利
根
郡
み
な
か
み
町
湯
原
５

５
１
。☎
０
２
７
８（
７
２
）３
２
０
０
。

https://www.matsunoi.com/

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
迫
力
満
点
の

太
鼓
シ
ョ
ー

　
最
寄
り
の
石
和
温
泉
駅
か
ら
徒
歩
で
訪

れ
る
こ
と
が
で
き
る
石
和
温
泉
「
華
や
ぎ

の
章
　
慶
山
」（
千
須
和
昌
和
社
長
）は
、

ポ
ー
ラ
・
オ
ル
ビ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

の
「
バ
リ
ア
・
オ
ア
シ
ス
温
泉
」
認
定
を

受
け
た
美
肌
の
湯
が
自
慢
の
宿
だ
。加
温
、

加
水
な
し
の
自
家
温
泉
を
独
り
占
め
で
き

る
露
天
風
呂
付
き
客
室
「
昌
客
殿
」
を
は

じ
め
、
露
天
風
呂
に
加
え
、
ロ
ウ
リ
ュ
な

ど
本
格
的
な
サ
ウ
ナ
も
楽
し
め
る
特
別
室

「
～
和
～
」
で
安
ら
ぎ
の
ひ
と
時
を
過
ご

し
て
ほ
し
い
。

　
同
館
は
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
お
も
て
な
し

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
楽
し
い
旅
の
夜

を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
る
の
は
、
「
慶
山
太

鼓
シ
ョ
ー
」
。
武
田
信
玄
公
に
ち
な
み
、

「
風
林
火
山
」
の
静
と
動
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
ス
タ
ッ
フ
が
魂
を
込

め
て
演
奏
す
る
。

年
前
か
ら
お
も
て
な

し
の
一
環
と
し
て
催
し
て
き
た
と
い
う
。

「
勢
」
「
囃
子
」
「
慶
山
」
の
３
曲
で


分
ほ
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
毎
晩
行
っ

て
い
る
（
中
止
の
場
合
も
あ
り
）
。

　
▽
山
梨
県
笛
吹
市
石
和
町
市
部
８
２

２
。
☎
０
５
５
（
２
６
２
）
２
１
６
１
。

https://keizan.com/

　
山
梨
県
・
富
士
河
口
湖
温
泉
郷
に
た
た

ず
む
秀
峰
閣
　
湖
月（
小
佐
野
国
博
社
長
）

は
、
目
の
前
に
河
口
湖
、
そ
の
向
こ
う
に

雄
大
な
富
士
山
を
大
パ
ノ
ラ
マ
で
一
望
で

き
る
温
泉
宿
。
客
室
や
湯
殿
、
ロ
ビ
ー
な

ど
館
内
の
各
所
か
ら
絶
景
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
め
る
。

　
中
で
も
必
ず
立
ち
寄
り
た
い
の
が
２
０

２
３
年
に
庭
園
内
に
新
設
し
た
「
富
士
山

眺
望
足
湯
テ
ラ
ス
」
。
河
口
湖
温
泉
の
源

泉
を
引
き
込
ん
だ
足
湯
に
つ
か
り
な
が

ら
、
湖
面
と
つ
な
が
る
水
盤
に
映
る
「
逆

さ
富
士
」
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
絶
景
ス

ポ
ッ
ト
だ
。
春
の
桜
、
夏
の
赤
富
士
、
秋

の
紅
葉
、
冬
の
雪
化
粧
な
ど
、
四
季
折
々

で
異
な
る
表
情
の
富
士
山
が
楽
し
め
る
。

　
ラ
ウ
ン
ジ
「
月
見
草
」
で
は
、
午
後
３

時
か
ら
６
時
半
ま
で
山
梨
産
の
ワ
イ
ン
や

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
な
ど
を
無
料
で
提
供
。
テ

ラ
ス
に
は
ミ
ニ
テ
ー
ブ
ル
を
設
け
て
お

り
、
好
み
の
ド
リ
ン
ク
を
片
手
に
足
湯
を

楽
し
み
た
い
。

　
館
内
の
２
階
に
は
、
足
湯
付
き
の
和
室

と
和
洋
室
を
設
け
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
か
ら

眺
め
る
富
士
山
も
ま
た
格
別
。３
階
に
は
、

露
天
風
呂
付
き
の
コ
ー
ナ
ー
テ
ラ
ス
ツ
イ

ン
や
洋
室
、
和
モ
ダ
ン
な
ど
、
多
彩
な
タ

イ
プ
の
客
室
が
そ
ろ
う
。

　
▽
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
河

口
２
３
１
２
。
☎
０
５
５
５
（
７
６
）
８

８
８
８
。http://www.kogetu.com/

逆さ富士を望む「富士山眺望
足湯テラス」 各レストランで提供するオリジナルワイン

　
客
室
や
露
天
風
呂
か
ら
富
士
山
と
河
口

湖
を
一
望
で
き
る
山
梨
県
・
富
士
河
口
湖

温
泉
郷
の
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｋ

Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ａ
」
（
宮
下
明
壽
社
長
）
。
そ

の
魅
力
は
絶
景
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
彩
な

料
理
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
の
マ
リ
ア
ー

ジ
ュ
を
楽
し
め
る
食
体
験
に
も
あ
る
。

　
２
０
２
２
年
、
山
梨
県
甲
州
市
の
勝
沼

ワ
イ
ン
村
に
ホ
テ
ル
直
営
ワ
イ
ナ
リ
ー

「
Ｔ
ｈ
ｅ
　
９
９
７
　
ｋ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ
ｎ
ｕ

ｍ
ａ
」
を
開
業
。
ホ
テ
ル
の
ソ
ム
リ
エ
や

シ
ェ
フ
が
自
社
畑
で
ブ
ド
ウ
を
栽
培
、
収

穫
し
、
丹
精
込
め
て
醸
造
し
て
い
る
。

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
は
、
鉄
板
焼
や
洋

食
ハ
ー
フ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
、
江
戸
前
す
し
な

ど
を
提
供
す
る
ホ
テ
ル
の
各
レ
ス
ト
ラ
ン

で
提
供
。
料
理
と
相
性
の
良
い
ワ
イ
ン
を

ペ
ア
リ
ン
グ
で
楽
し
め
る
。

　
ラ
ウ
ン
ジ
に
は
ワ
イ
ン
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ

ー
を
設
置
し
、
ソ
ム
リ
エ
が
セ
レ
ク
ト
し

た
ワ
イ
ン
を
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
可
能
（
有

料
）
。
白
、
赤
、
ロ
ゼ
な
ど
、
自
分
好
み

の
１
本
を
見
つ
け
て
も
ら
う
。

　
ワ
イ
ン
村
の
ほ
か
、館
内
の
ギ
フ
ト
シ

ョ
ッ
プ
で
も
購
入
で
き
る
。甲
州
伝
統
の

品
々
、ハ
ワ
イ
ア
ン
テ
イ
ス
ト
の
雑
貨
な

ど
、多
彩
な
ア
イ
テ
ム
を
取
り
そ
ろ
え
た
。

　
▽
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
浅

川

。☎
０
５
５
５（
８
３
）３
３
３
３
。

https://kukuna.jp

貸
し
切
り
風
呂
「
睡
蓮
」

　
新
井
旅
館
（
相
原
昌
一
郎
社
長
）
は
、

明
治
５
年
開
業
の
純
日
本
旅
館
で
、
時
代

を
代
表
す
る
文
化
人
に
愛
さ
れ
て
き
た
。

敷
地
内
の
建
物

棟
が
国
の
登
録
有
形
文

化
財
と
な
る
な
ど
、
歴
史
あ
る
名
建
築
の

建
物
群
が
宿
の
魅
力
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
。

　
木
造
一
部
３
階
建
て
で
客
室
数
は


室
。
建
物
は
二
つ
の
池
を
取
り
囲
む
よ
う

に
配
置
さ
れ
、屋
根
付
き
の
渡
り
の
橋
が
、

本
館
と
い
う
べ
き
「
月
の
棟
」
と
、
他
の

宿
泊
棟
と
を
連
絡
す
る
。
廊
下
は
床
に
小

幅
板
を
目
透
か
し
に
貼
っ
て
、
池
の
水
流

を
見
せ
る
趣
向
に
な
っ
て
い
る
。

　
新
井
旅
館
で
最
古
の
建
築
物「
青
州
楼
」

は
、
唐
破
風
付
き
の
城
郭
風
建
築
で
六
角

塔
屋
を
備
え
る
。
昭
和
９
年
築
の
総
檜ひ

の
き

造
り
の
湯
殿
「
天
平
大
浴
堂
」
は
、
お
堂

の
よ
う
な
高
い
天
井
、
精
緻
に
組
ま
れ
た

木
組
み
が
圧
巻
だ
。

　
露
天
風
呂
や
大
浴
場
の
ほ
か
、
八
角
屋

根
を
抱
き
、
「
天
平
大
浴
堂
」
に
用
い
た

檜
の
ス
ト
ッ
ク
か

ら
八
角
の
湯
淵
を

刻
ん
だ
「
睡
蓮
」

な
ど
の
貸
し
切
り

風
呂
も
あ
る
。

　
▽
静
岡
県
伊
豆

市
修
善
寺
９
７

０
。
☎
０
５
５
８

（
７
２
）
２
０
０

７
。https://arairy

okan.net/

　
長
野
県
湯
田
中
温
泉
の
「
一
茶
の
こ
み

ち
美
湯
の
宿
」
（
斉
須
正
男
社
長
）
は
、

施
設
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
分
で
細
や
か
な

気
配
り
が
感
じ
ら
れ
る
。館
内
に
入
る
と
、

モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
の
ロ
ビ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
が

宿
泊
客
を
出
迎
え
る
。
窓
か
ら
は
湯
田
中

の
街
並
み
や
美
し
い
夕
日
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
同
館
の
女
将
・
斉
須
幸
子
さ
ん
は
、
国

内
旅
行
者
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
接
客
に
も
細
心
の
気
配
り
を
行
っ
て
い

る
。
幸
子
さ
ん
は
、
米
国
の
航
空
会
社
出

身
。
現
在
も
フ
ラ
イ
ト
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
と

兼
業
し
て
お
り
、
旅
館
に
戻
っ
た
際
は
元

気
に
宿
泊
客
を
出
迎
え
て
い
る
。
「
空
飛

ぶ
女
将
」
と
称
さ
れ
る
有
名
人
で
、
不
定

期
で
旅
館
に
戻
る
た
め
、
お
目
に
か
か
れ

た
ら
か
な
り
幸
運
な
の
だ
と
か
。

　
幸
子
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
「
お
客
さ

ま
一
人
一
人
の
旅
が
最
高
の
フ
ラ
イ
ト
に

な
る
よ
う
、
地
上
で
心
を
込
め
て
お
も
て

な
し
を
す
る
こ
と
」
。
地
上
と
上
空
の
ど

ち
ら
で
も
、
温
か
い
接
客
を
心
掛
け
て
い

る
。

　
▽
長
野
県
下
高
井
郡
山
ノ
内
町
平
穏
２

９
５
１
の
１
。
☎
０
２
６
９
（
３
３
）
４

１
２
６
。https://yudanakaview.co.jp/

同
館
の
表
玄
関
。
ロ
ビ
ー
に
入
る
と
、

「
空
飛
ぶ
女
将
」
が
宿
泊
客
を
出
迎
え
る

（５） 第３２８７号第３種郵便物認可２０２５年（令和７年）１０月１３日（月曜日）

　
観
光
経
済
新
聞
社
は
、
全
国
の
温
泉
地
の
人
気
投
票
「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１
０
０
選
」
と
と
も
に
、
温
泉
宿

の
人
気
投
票
「
人
気
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル
２
５
０
選
」
を
主
催
。
今
年
も
７
月
か
ら

月
末
ま
で
の
４
カ
月
間
、

旅
行
会
社
、
Ｏ
Ｔ
Ａ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
、
運
輸
会
社
の
社
員
ら
を
対
象
に
投
票

を
募
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
接
客
」
「
施
設
」
「
雰
囲
気
」
が
上
質
で
、
そ
の
品
質
維
持
、
提
供
に
強
い
こ

だ
わ
り
を
持
つ

軒
を
紹
介
す
る
。

▼投票はこちらの
ＱＲコードから



こ
の
特
集
は「
観
光
経
済
ド
ッ
ト
コ
ム
」で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

も
て
な
し
、設
備
、ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
個
性
が
光
る

軒

愛知県・
三谷温泉 平野屋

各
所
で
感
性
を
磨
け
る
空
間

静 岡 県・
堂ヶ島温泉 堂ヶ島ニュー銀水

宿
泊
客
の
旅
に
寄
り
添
う

三重県・
伊 勢 千年のしじま　月夜見の座

趣
異
な
る
六
つ
の
離
れ

岐 阜 県 ・
飛騨高山温泉 本陣平野屋　花兆庵

あ
う
ん
の
呼
吸
で
お
も
て
な
し

福 井 県・
あわら温泉 グランディア芳泉

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
旅
の
喜
び

富 山 県・
宇奈月温泉 延楽 峡

谷
美
と
一
流
の
芸
術
に
酔
い
し
れ
る

兵庫県・
湯村温泉 朝野家

茶
道
・
華
道
・
香
道
で
お
も
て
な
し

兵庫県・
洲本温泉 あわかん

釣
り
と
家
族
の
体
験
型
旅
館

「
こ
だ
わ
り
の
宿
」特
集（
接
客
・
施
設
・
雰
囲
気
編
）　
５
～
７
面

　
創
業

年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
旅
館
、

平
野
屋
（
平
野
寛
幸
社
長
）
は
、
２
０
２

３
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
平
野
屋
サ

ウ
ナ
」
が
世
界
的
な
デ
ザ
イ
ン
賞
「
ⅰ
Ｆ

デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
４
」を
受
賞
。

浴
場
に
ア
ー
ト
作
品
を
配
置
す
る
な
ど
、

館
内
各
所
に
感
性
が
磨
か
れ
る
空
間
を
用

意
し
て
い
る
。

　
同
じ
く

年
に
新
設
し
た
本
館
２
階
の

「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
」
は
、
〝
さ

が
し
も
の
〟
を
テ
ー
マ
に
し
た
本
棚
が
特

徴
。「
美
」「
知
」「
体
」「
思
」「
語
」

の
五
つ
の
テ
ー
マ
で
３
０
０
冊
を
超
え
る

書
籍
を
所
蔵
し
て
い
る
。
今
後
も
書
籍
を

増
や
し
、ス
ペ
ー
ス
を
拡
張
す
る
予
定
だ
。

　
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
も
必
見
。
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
会

議
、
グ
ル
ー
プ
貸
し
切
り
な
ど
多
目
的
に

利
用
で
き
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
レ
コ
ー
ド

プ
レ
ー
ヤ
ー
を
設
置
。
平
野
社
長
が
セ
レ

ク
ト
し
た
洋
楽
や

～

年
代
の
歌
謡
曲

の
レ
コ
ー
ド
を
楽
し
め
る
。

　
「
３
世
代
旅
行
な
ど
、
家
族
団
ら
ん
の

場
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
平

野
社
長
。
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
宿
泊
施
設

と
は
一
線
を
画
す
こ
だ
わ
り
の
空
間
で
、

滞
在
中
に
新
た
な
発
見
や
出
会
い
も
期
待

で
き
る
だ
ろ
う
。

　
▽
愛
知
県
蒲
郡
市
三
谷
町
南
山
１
の


。
☎
０
５
３
３
（
６
８
）
５
１
６
１
。

https://www.hotel-hiranoya.co.jp/


年
に
新
設
し
た
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

　
海
抜

㍍
の
高
台
に
位
置
す
る
堂
ヶ
島

ニ
ュ
ー
銀
水
（
加
藤
晃
太
社
長
）
の
７
階

に
は
、
玄
関
や
フ
ロ
ン
ト
、
大
き
な
ガ
ラ

ス
窓
が
特
徴
の
展
望
ラ
ウ
ン
ジ
が
あ
る
。

ラ
ウ
ン
ジ
で
は
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
を
提

供
。
午
後
３
時
か
ら
の
２
時
間
は
生
ビ
ー

ル
も
提
供
し
、
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
沈
み
ゆ

く
夕
日
を
楽
し
め
る
。

　
フ
ロ
ン
ト
横
に
は
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
昨
年
に
新
設
。
化
粧
水
や
整

髪
料
な
ど
も
完
備
し
て
い
る
。

　
フ
ロ
ア
に
は
、
周
辺
観
光
地
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
も
設
置
し
た
ほ
か
、
旅
の
思

い
出
を
自
由
に
記
入
で
き
る
「
思
い
出
ノ

ー
ト
」
も
用
意
。
宿
泊
客
の
旅
に
寄
り
添

う
サ
ー
ビ
ス
を
心
掛
け
て
い
る
。

　
９
階
の
「
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
銀
華
」

で
は
、
法
人
化

周
年
を
記
念
し
た
プ
レ

ミ
ア
ム
デ
ィ
ナ
ー
ブ
ッ
フ
ェ
を
４
月
に
開

始
。
ア
ル
コ
ー
ル
含
め
ド
リ
ン
ク
を
フ
リ

ー
フ
ロ
ー
で
提
供
し
て
い
る
。

　
▽
静
岡
県
賀
茂
郡
西
伊
豆
町
仁
科
２
９

７
７
の
１
。
☎
０
５
５
８
（
５
２
）
２
２

１
１
。https://www.dougashima-newgins

ui.jp/

フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
を
飲
み
な
が
ら

駿
河
湾
を
眺
め
る

　
「
千
年
の
し
じ
ま
　
月
夜
見
の
座
」

（
渡
邉
玲
緒
社
長
）
は
、
伊
勢
神
宮
に
近

い
自
然
の
中
に
た
た
ず
む
離
れ
の
宿
。
１

日
６
組
限
定
。外
宮
の
別
宮「
月
夜
見
宮
」

に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
宿
は
、
「
新

月
」
「
望
月
」
「
晦
（
つ
ご
も
り
）
」
な

ど
、
月
の
満
ち
欠
け
を
モ
チ
ー
フ
に
、
六

つ
の
離
れ
を
設
け
た
。

　
新
月
は
「
夜
の
と
ば
り
の
紺
色
が
基
調

の
シ
ッ
ク
な
和
モ
ダ
ン
の
部
屋
」、望
月
は

「
輝
く
ば
か
り
の
金
色
を
あ
し
ら
い
、
伝

統
の
数
寄
屋
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
和
ベ
ッ
ド

の
部
屋
」と
、そ
れ
ぞ
れ
意
匠
が
異
な
る
。

　
全
室
に
温
泉
露
天
風
呂
を
備
え
て
い

る
。
湯
は
「
お
伊
勢
さ
ん
湯
ご
り
の
地
」

榊
原
温
泉
に
近
い
源
泉
か
ら
の
運
び
湯
。

美
肌
の
湯
と
評
判
だ
。

　
客
室
の
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
、
丁
寧
に
整

備
さ
れ
た
日
本
庭
園
を
一
望
。
食
事
は
客

室
内
の
和
室
で
。
和
室
直
通
の
専
用
の
出

入
り
口
か
ら
ス
タ
ッ
フ
が
も
て
な
し
て
く

れ
る
。
松
阪
牛
や
ア
ワ
ビ
、
イ
セ
エ
ビ
な

ど
伊
勢
志
摩
の
食
材
を
堪
能
で
き
る
。

　
近
隣
の
グ
ル
ー
プ
旅
館
「
千
の
杜
」
敷

地
内
に
開
設
さ
れ
た
ヘ
リ
ポ
ー
ト
「
伊
勢

か
ぐ
ら
ば
ヘ
リ
ポ
ー
ト
風
の
宮
」
の
利
用

が
可
能
。
富
裕
層
の
需
要
に
応
え
る
。

　
▽
三
重
県
伊
勢
市
佐
八
町
池
の
上
１
１

６
５
の
１
。
☎
０
５
９
６
（
３
９
）
８
５

８
５
。https://tsukiyominoza.kaiei-ryoka

ns.com

施設外観。全ての客室が意匠の
異なる離れとなっている

き
め
細
や
か
な
お
も
て
な
し
に
こ
だ
わ
る

　
本
陣
平
野
屋
　
花
兆
庵
（
有
巣
秀
司
社

長
）
の
魅
力
は
、
飛
騨
高
山
の
古
い
町
並

み
を
体
感
で
き
る
好
立
地
、
飛
騨
の
旬
を

味
わ
う
会
席
料
理
の
美
食
、
そ
し
て
宿
一

番
の
こ
だ
わ
り
が
お
も
て
な
し
だ
。

の

客
室
に
対
し
て

人
の
ス
タ
ッ
フ
が
き
め

細
や
か
に
お
も
て
な
し
す
る
。

　
お
客
さ
ま
の
ご
到
着
時
の
「
あ
」
に
始

ま
り
、
お
帰
り
の
際
の
「
う
ん
」
ま
で

「
あ
う
ん
」
の
呼
吸
で
、
「
さ
り
げ
な
く

心
休
ま
る
旅
館
の
お
も
て
な
し
」
を
提
供

す
る
。
送
迎
や
食
事
の
対
応
、
布
団
の
上

げ
下
げ
ま
で
、
「
百
の
お
も
て
な
し
」
を

用
意
し
て
い
る
。

　
お
も
て
な
し
を
体
現
し
た
客
室
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
も
順
次
進
め
て
い
る
。
２
０
２

３
年

月
に
は
改
装
し
た
６
室
が
新
た
な

ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。


平
方
㍍
の
広
さ
に
飛
騨
の
家
具
を
配
し

た
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
、
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
、

和
室
。

時
間
入
浴
で
き
る
檜ひ

の
き

風
呂
も

備
え
て
い
る
。

　
▽
岐
阜
県
高
山
市
本
町
１
の

。
☎
０

５
７
７（
３
４
）１
２
３
４
。https://ssl

.honjinhiranoya.com/

デ
ィ
ナ
ー
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
の
オ
ー
プ
ン

キ
ッ
チ
ン

　
グ
ラ
ン
デ
ィ
ア
芳
泉
（
山
口
透
社
長
）

は
、
温
泉
露
天
風
呂
付
き
ス
イ
ー
ト
「
別

邸
　
個
止
吹
気
亭
」
、
「
大
人
極
上
」
と

称
す
る
デ
ィ
ナ
ー
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
な
ど
、
客

室
、
温
泉
、
料
理
に
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な

「
旅
の
喜
び
」
が
あ
ふ
れ
る
温
泉
リ
ゾ
ー

ト
だ
。

　
ラ
ウ
ン
ジ
が
９
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
。日
本
庭
園
に
面
し
、

粋
を
ち
り
ば
め
た
ゆ
と
り
の
空
間
。
時
間

帯
に
応
じ
て
ア
ル
コ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
ド
リ

ン
ク
が
自
由
に
楽
し
め
る
。

　
夕
食
は
、
航
空
会
社
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ク

ラ
ス
の
機
内
食
を
手
掛
け
た
総
料
理
長
が

監
修
す
る
「
大
人
極
上
デ
ィ
ナ
ー
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
」
。
約
５
５
０
平
方
㍍
の
オ
ー
プ
ン

キ
ッ
チ
ン
を
備
え
た
和
風
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ

ン
グ
で
堪
能
す
る
。

　
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
以
外
に
料
亭
で
の
懐
石
料

理
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
「
福
樂
」
で
の
若
狭
牛

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
懐
石
が
選
べ
る
。

　
客
室
は
全
１
１
１
室
。
こ
の
う
ち
「
別

邸
　
個
止
吹
気
亭
」
（

室
）
は
、
調
度

品
や
家
具
に
こ
だ
わ
っ
た
特
別
な
空
間

で
、
専
任
の
料
理
人
が
懐
石
料
理
を
提
供

す
る
。

　
▽
福
井
県
あ
わ
ら
市
舟
津

の

。
☎

０
７
７
６（
７
７
）２
５
５
５
。https://w

ww.g-housen.co.jp/

逸
品
が
そ
ろ
う
文
化
サ
ロ
ン
「
清
渓
」

　
黒
部
峡
谷
の
雄
大
な
自
然
に
抱
か
れ
た

宇
奈
月
温
泉「
延
楽
」（
濱
田
政
利
社
長
）。

樹
齢
４
０
０
年
も
の
檜ひ

の
き

造
り
の
露
天
風

呂
「
華
の
湯
」
が
自
慢
の
宿
だ
。
宮
大
工

た
ち
が
額
縁
に
見
立
て
て
こ
し
ら
え
た
浴

場
は
、
峡
谷
の
絶
景
を
切
り
取
り
、
日
本

有
数
の
透
明
度
を
誇
る
お
湯
が
湯
鏡
と
な

っ
て
季
節
の
う
つ
ろ
い
を
映
し
出
す
。
な

ん
と
も
風
雅
な
空
間
が
日
々
の
疲
れ
を
癒

や
し
て
く
れ
る
。

　
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
プ
ラ
ン「
雅
膳
」で
は
、

食
器
も
館
主
が
手
ず
か
ら
選
ん
だ
も
の
を

使
用
。
粋
な
お
も
て
な
し
が
料
理
の
味
を

い
っ
そ
う
引
き
立
て
る
。

　
同
館
は
日
本
を
代
表
す
る
平
山
郁
夫
、

中
川
一
政
な
ど
の
芸
術
家
た
ち
と
も
縁
深

く
、
文
化
サ
ロ
ン
「
清
渓
」
で
は
日
本
画

を
は
じ
め
、
永
樂
妙
全
の
器
を
展
示
し
て

い
る
ほ
か
、
定
期
的
な
演
奏
会
を
催
し
て

い
る
。

月

、

日
に
は
「
名
曲
掛
け

流
し
シ
リ
ー
ズ
」
と
題
し
て
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
澤
和
樹
氏
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
蓼
沼

恵
美
子
氏
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定
し

て
い
る
。

　
▽
富
山
県
黒
部
市
宇
奈
月
温
泉
３
４
７

の
１
。☎
０
７
６
５（
６
２
）１
２
１
１
。

https://enraku.com/

館
内
各
所
で
花
の
観
賞
を
楽
し
め
る

（
写
真
は
館
内
ロ
ビ
ー
）

　
兵
庫
県
湯
村
温
泉
の
朝
野
家
（
朝
野
泰

昌
社
長
）は
、１
９
６
７
年
の
創
業
以
降
、

本
来
の
旅
館
の
雰
囲
気
や
文
化
を
大
切
に

し
な
が
ら
経
営
を
続
け
て
き
た
。
現
在
も

江
戸
時
代
に
花
開
い
た
元
禄
文
化
を
継
承

す
る
施
設
と
し
て
、
茶
道
、
華
道
、
香
道

の
三
道
を
通
じ
た
お
も
て
な
し
を
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て
い
る
。

　
同
館
で
は
こ
れ
ら
三
道
に
長
け
た
ス
タ

ッ
フ
が
お
り
、
特
に
華
道
に
つ
い
て
は
、

女
将
が
自
ら
生
け
た
花
に
よ
っ
て
館
内
が

彩
ら
れ
て
い
る
。

　
香
道
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
京
都
の

香
老
舗
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
香
を
作

り
、
各
客
室
の
香
籠
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
お

香
を
用
意
。
香
り
は
記
憶
に
も
密
接
に
結

び
つ
く
。
館
内
で
香
り
を
楽
し
ん
で
も
ら

い
、
旅
の
後
も
ま
た
朝
野
家
の
こ
と
を
思

い
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
と

い
う
。

　
同
館
は
温
泉
も
自
慢
。
全
て
の
部
屋
の

浴
室
、
洗
面
に
至
る
ま
で
、
自
家
源
泉
か

ら
湧
き
出
る
天
然
温
泉
を
使
っ
て
い
る
。


～

度
と
低
温
の
地
熱
サ
ウ
ナ
も
大
変

人
気
で
、
岩
盤
浴
の
よ
う
な
じ
ん
わ
り
と

し
た
温
か
さ
は
、
女
性
客
を
中
心
に
人
気

を
集
め
て
い
る
。

　
▽
兵
庫
県
美
方
郡
新
温
泉
町
湯
１
２
６

９
。
☎
０
７
９
６
（
９
２
）
１
０
０
０
。

https://www.asanoya.co.jp

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
仕
掛
け
が
豊
富

　
あ
わ
か
ん
（
上
村
早
苗
社
長
）
は
、
紀

淡
海
峡
に
せ
り
出
す
よ
う
に
建
つ
絶
景
の

宿
。
誰
も
が
旅
先
で
気
軽
に
釣
り
を
楽
し

め
る
宿
と
し
て
人
気
だ
。

時
間
利
用
で

き
る
館
内
直
結
の
専
用
釣
り
場
に
は
、
ス

タ
ッ
フ
が
常
駐
し
、
エ
サ
の
付
け
方
や
竿

出
し
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場

面
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
釣
っ
た
魚
は
夕
食

で
食
べ
る
こ
と
も
可
能
。
ま
さ
に
釣
り
の

『
お
い
し
い
と
こ
取
り
』
が
で
き
る
宿
な

の
だ
。

　
同
館
は
「
お
子
さ
ま
は
王
様
」
も
掲
げ

る
。
旅
館
で
退
屈
し
が
ち
な
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
、
釣
り
だ
け
で
な
く
「
館
内
の

淡
路
島
の
瓦
を
探
そ
う
」な
ど
、

１
０
０
個
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を

用
意
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形
式

で
楽
し
め
る
た
め
、
子
ど
も
た

ち
は
退
屈
す
る
暇
が
な
い
。
食

事
も
季
節
の
食
材
を
使
っ
た
子

ど
も
メ
ニ
ュ
ー
を
、
年
齢
に
応

じ
て
３
コ
ー
ス
用
意
。
小
学
生

以
下
の
子
連
れ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

客
か
ら
の
人
気
も
う
な
ず
け

る
。

　
▽
兵
庫
県
洲
本
市
小
路
谷
１

０
５
３
の

。☎（
０
１
２
０
）

２
２
９
７
０
０
。https://www.

awakan.com/

（６）第３２８７号 第３種郵便物認可 ２０２５年（令和７年）１０月１３日（月曜日）



「
人
気
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル

選
」投
票
受
け
付
け
中

月

日

締
め
切
り

奥
伊
豆
の
天
然
の
恵
み
の
お
も
て
な
し

静岡県・観音温泉 飲泉、自家源泉
かけ流しの秘湯 観音温泉 大 分 県 ・

別府鉄輪温泉 おにやまホテル

徒
歩
で「
地
獄
め
ぐ
り
」

佐賀県・
嬉野温泉 嬉野八十八

茶
と
温
泉
で
心
と
体
が
と
と
の
う

人
が
人
に
癒
や
さ
れ
る
日
本
の
宿

山梨県・富士河口湖温泉郷 若草の宿　丸栄

香 川 県 ・
こんぴら温泉郷 紅梅亭別邸　とら梅

愛
犬
と
泊
ま
れ
る
温
泉
宿

広 島 県・
きのえ温泉 ホテル清風館

全
客
室
か
ら
瀬
戸
内
望
む

山口県・
はぎ温泉 萩城三の丸　北門屋敷

世
界
遺
産
の
町
中
で
歴
史
を
訪
ね
る

佐賀県・
唐 津 唐津シーサイドホテル

海
を
借
景
に
ぜ
い
た
く
な
空
間

「
奥
伊
豆
の
天
然
の
恵
み
の
お
も
て
な
し
」

観
音
温
泉
の
全
景

飲
泉
・
自
家
源
泉
か
け
流
し
、

日
帰
り
温
泉
「
観
音
プ
リ
ン
シ

プ
ル
」
。
宿
泊
者
も
使
用
可
能

　
伊
豆
奥
下
田
「
飲
泉
・
自
家
源
泉
か
け

流
し
の
宿
」観
音
温
泉（
鈴
木
和
江
会
長
）

は
、
伊
豆
奥
下
田
の
豊
か
な
山
間
に
た
た

ず
む
極
上
源
泉
の
一
軒
宿
。
昭
和

年
、

先
代
社
長
が
温
泉
掘
削
を
始
め
、
出
湯
と

と
も
に
「
観
音
像
」
を
出
土
、
観
音
温
泉

が
産
声
を
あ
げ
た
。

　
ｐ
Ｈ
９
・
５
の
豊
か
な
ア
ル
カ
リ
泉
、

硬
度
１
に
も
満
た
な
い
超
軟
水
、
美
容
成

分
シ
リ
カ
を
豊
富
に
含
む
極
上
泉
が
毎
分

５
０
０
㍑
も
の
勢
い
で
湧
出
し
、
浴
す
る

と
肌
が
生
ま
れ
た
て
の
赤
ち
ゃ
ん
の
よ
う

に
ス
ベ
ス
ベ
に
な
る
こ
と
か
ら
〝
美
肌
〟

を
超
え
〝
う
ぶ
肌
の
湯
〟
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
飲
ん
で
お
い
し
く
飲
泉
に

最
適
で
、
酸
性
に
偏
り
が
ち
な
体
内
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
る
効
果
も
。
敷
地
内
で

充
填

じ
ゅ
う
て
ん

さ
れ
る「
飲
む
温
泉
・
観
音
温
泉
」

は
過
去
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
最
高
金

賞
と
国
際
優
秀
品
質
賞
を
同
時
受
賞
、
都

内
の
三
つ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
に
も
認
め
ら
れ

た
筋
金
入
り
の
源
泉
水
だ
。食
事
処
で
は
、

煮
る
、
炊
く
、
蒸
す
、
な
ど
全
て
の
調
理

に
使
わ
れ
て
い
る
。

　
大
浴
場
は
、「
ガ
ラ
テ
ィ
ア
観
音
乃
湯
」

と
日
帰
り
温
泉
「
観
音
プ
リ
ン
シ
プ
ル
」

の
二
つ
。
敷
地
内
の
檜ひ

の
き

を
存
分
に
使
用

し
豊
か
な
香
り
漂
う
「
大
総
檜
風
呂
」
、

降
り
そ
そ
ぐ
星
空
を
眺
め
な
が
ら
湯
浴
み

を
堪
能
で
き
る「
星
空
の
満
天
露
天
風
呂
」

が
ガ
ラ
テ
ィ
ア
の
代
表
的
な
湯
船
だ
。
日

帰
り
温
泉
は
、
も
っ
と
気
軽
に
観
音
温
泉

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
か

ら
誕
生
し
た
。

　
宿
泊
棟
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
露
天
風

呂
付
き
の
奥
座
敷
「
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
」
、

満
天
檜
風
呂
付
き
の
「
本
館
」
、
豊
か
な

森
林
ゾ
ー
ン
の
庭
園
檜
風
が
自
慢
の
「
正

運
館
」
、
観
音
温
泉
発
祥
の
館
で
四
つ
の

コ
ネ
ク
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
が
誕
生
し
た

「
産
土
（
う
ぶ
す
な
）
亭
」
の
４

館
。
産
土
亭
は
３
世
代
の
家
族
が

同
時
滞
在
可
能
で
足
湯
を
設
け
た

湯
船
も
設
置
さ
れ
、
湯
を
囲
み
家

族
で
語
ら
う
こ
と
も
で
き
る
。
客

室
ま
で
全
て
の
湯
船
が
〝
源
泉
か

け
流
し
〟
で
あ
る
こ
と
、
多
く
の

手
す
り
の
設
置
や
段
差
の
撲
滅
な

ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
十
分
配
慮
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
観
音
温
泉
の
特

長
の
ひ
と
つ
だ
。

　
▽
静
岡
県
下
田
市
横
川
１
０
９

２
の
１
。
☎
０
５
５
８
（
２
８
）

１
２
３
４
。https://www.kannon

-onsen.com/

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
客
室
「
湯
楽
」

　
別
府
最
大
級
の
露
天
風
呂
と
温
泉
蒸
気

を
活
用
し
た
グ
ル
メ
「
地
獄
蒸
し
」
に
定

評
が
あ
る
鉄
輪
温
泉「
お
に
や
ま
ホ
テ
ル
」

（
上
月
敬
一
郎
社
長
）
。
別
府
の
「
地
獄

め
ぐ
り
」
に
最
適
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
人

気
を
集
め
て
い
る
。７
カ
所
あ
る「
地
獄
」

の
う
ち
、
５
カ
所
は
歩
い
て
周
遊
で
き
る

の
で
同
館
を
起
点
に
湯
め
ぐ
り
を
目
い
っ

ぱ
い
満
喫
で
き
る
。

　
同
館
は
２
０
２
５
年
２
月
に
大
改
装
を

終
え
、
施
設
を
一
新
し
た
。
ロ
ビ
ー
や
食

事
会
場
、
浴
場
な
ど
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ

ー
ス
を
は
じ
め
、客
室
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

昨
年
完
成
し
た
「
湯
楽
」
は
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
、
源
泉
掛
け
流

し
の
温
泉
も
完
備
し
た

平
米
の
客
室
。

配
慮
の
行
き
届
い
た
開
放
感
あ
ふ
れ
る
空

間
は
、
車
い
す
利
用
者
や
親
子
３
世
代
の

旅
を
よ
り
特
別
な
も
の
に
し
て
く
れ
る
。

洗
練
さ
れ
た
和
洋
室
「
く
つ
ろ
ぎ
和
モ
ダ

ン
」
も
、
全
室
か
ら
湯
け
む
り
を
眺
め
る

こ
と
が
で
き
、
温
泉
情
緒
に
心
も
温
ま
る

滞
在
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
▽
大
分
県
別
府
市
鉄
輪
３
３
５
の
１
。

☎
０
９
７
７（
６
６
）１
１
２
１
。https

://www.oniyama-hotel.co.jp/

「
嬉
野
八
十
八
」
全
景

　
佐
賀
県
嬉
野
温
泉
の
嬉
野
八
十
八
（
う

れ
し
の
や
ど
や
、
角
谷
英
彦
社
長
）
は
、

「
茶
と
掛
け
流
し
の
湯
宿
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、嬉
野
の
最
大
の
特
産
品「
嬉
野
茶
」

と
、
「
日
本
三
大
美
肌
の
湯
」
と
呼
ば
れ

る
嬉
野
の
湯
を
存
分
に
味
わ
っ
て
も
ら

う
。
「
茶
と
温
泉
で
心
と
体
が
調
和
し
て

い
く
（
と
と
の
う
）
湯
宿
を
目
指
す
」
と

同
館
。

　
地
元
の
茶
農
家
を
同
館
の「
専
属
茶
師
」

と
し
て
迎
え
入
れ
た
。
「
き
た
の
茶
園
」

３
代
目
の
北
野
秀
一
氏
と
、
「
田
中
製
茶

工
場
」
３
代
目
の
田
中
宏
氏
の
２
人
を
中

心
と
し
た
茶
師
が
、
至
宝
の
茶
を
自
ら
点た

て
て
、
ゲ
ス
ト
に
振
る
舞
っ
た
り
、
嬉
野

茶
の
文
化
、歴
史
、入
れ
方
、味
わ
い
方
、

菓
子
と
の
ペ
ア
リ
ン
グ
を
伝
え
る
「
テ
ィ

ー
セ
レ
モ
ニ
ー
」
を
行
う
。

　
二
つ
の
源
泉
を
持
ち
、

の
客
室
（
母

屋

室
、
別
邸

室
）
全
て
で
源
泉
１
０

０
％
掛
け
流
し
を
実
現
。
大
浴
場
に
は
茶

ア
ロ
マ
の
ロ
ウ
リ
ュ
ウ
サ
ウ
ナ
が
あ
り
、

心
ゆ
く
ま
で
体
を
と
と
の
え
ら
れ
る
。

　
嬉
野
か
ら

㌔
圏
内
の
食
材
を
使
っ
た

厳
選
料
理
の
数
々
も
味
わ
い
た
い
。

　
▽
佐
賀
県
嬉
野
市
大
字
下
宿
丙
２
４
０

０
の

。
☎
０
９
５
４
（
２
０
）
２
１
８

８
。https://www.ureshino88.jp

２
０
２
４
年
に
外
観
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
富
士
山
の
麓
、
河
口
湖
の
岸
辺
に
た
た

ず
む
「
若
草
の
宿
　
丸
栄
」
（
渡
辺
洋
社

長
）
。
２
０
２
５
年
、
旅
館
と
し
て

周

年
を
迎
え
た
。

　
節
目
の
年
に
向
け
、
段
階
的
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
進
め
、
２
０
２
２
～

年
に
、

最
上
階
の
見
は
ら
し
露
天
風
呂
「
富
士
の

湯
」
「
湖
（
う
み
）
の
湯
」
と
、
貸
し
切

り
展
望
風
呂「
芙
蓉
の
湯
」を
一
新
し
た
。

「
富
士
の
湯
」
と
「
芙
蓉
の
湯
」
か
ら
は

日
本
一
の
富
士
山
の
雄
姿
を
、「
湖
の
湯
」

か
ら
は
青
く
輝
く
河
口
湖
を
望
む
こ
と
が

で
き
る
。

　

年
に
は
外
観
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
富

士
山
や
河
口
湖
の
大
自
然
と
調
和
し
た
、

や
わ
ら
か
で
落
ち
着
き
の
あ
る
装
い
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
、
２
０
０
畳
の
大
宴
会
場

は
日
本
の
伝
統
美
が
彩
る
和
ダ
イ
ニ
ン
グ

ホ
ー
ル
「
富
士
桜
」
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ

た
。

　
木
の
ぬ
く
も
り
を
生
か
し
た
客
室
は
計


室
。
河
口
湖
側
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
和
室

を
中
心
に
、
露
天
風
呂
付
き
客
室
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
仕
様
を
取
り
入
れ
た
展
望
風
呂

付
き
和
洋
室
、
純
和
風
特
別
階
「
野
の
花

亭
」
な
ど
、
多
彩
な
部
屋
タ
イ
プ
が
そ
ろ

う
。

　
夕
食
は
、
旬
の
幸
、
里
の
幸
を
吟
味
し

た
和
会
席
を
部
屋
食
ま
た
は
日
本
情
緒
ゆ

た
か
な
個
室
食
事
処
で
提
供
。
朝
食
は
、

レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
、
ゲ
ス
ト
の
健
康
面
に

も
配
慮
し
た
和
食
膳
を
係
が
各
テ
ー
ブ
ル

へ
配
膳
す
る
。

　
な
か
で
も
、
丸
栄
が
一
番
大
切
に
し
て

い
る
の
が
「
お
も
て
な
し
の
心
」
。

　
現
社
長
の
曽
祖
父
・
初
代
栄
吉
に
由
来

す
る
「
丸
栄
」
の
屋
号
に
は
、
「
宿
の
繁

栄
と
、
ご
来
館
の
お
客
さ
ま
の
人
生
が
、

丸
く
栄
え
た
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」

と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
私
ど
も
が
目
指
す
の
は
、
『
人
（
お

客
さ
ま
）
が
人
（
従
業
員
）
に
癒
や
さ
れ

る
日
本
の
宿
』
。
混
沌

こ
ん
と
ん

を
極
め
る
現
代
社

会
、
ひ
い
て
は
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本

旅
館
の
意
義
・
在
り
方
を
常
に
模
索
し
、

若
草
の
よ
う
に
、
い
つ
の
日
も
伸
び
ゆ
く

宿
、
そ
し
て
、
お
客
さ
ま
が
明
日
へ
の
英

気
を
養
っ
て
笑
顔
で
お
帰
り
に
な
れ
る
よ

う
な
、
富
士
山
麓
の
風
情
と
人
情
が
あ
ふ

れ
る
宿
に
な
る
こ
と
が
私
の
人
生
の
テ
ー

マ
で
す
」
（
渡
辺
社
長
）
。

　
▽
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
小

立
４
９
８
。
☎
０
５
５
５
（
７
２
）
１
３

７
１
。https://www.maruei55.com

日
本
旅
館
ら
し
い
た
た
ず
ま
い
の
玄
関

愛
犬
と
一
緒
に
寛
げ
る
和
洋
室

　
湯
元
こ
ん
ぴ
ら
温
泉
　
華
の
湯
紅
梅
亭

（
近
兼
弘
幸
社
長
）
が
展
開
す
る
、
愛
犬

と
泊
ま
れ
る
宿「
紅
梅
亭
別
邸
　
と
ら
梅
」

が
愛
犬
家
に
人
気
だ
。
客
室
は
和
洋
室
タ

イ
プ
の
４
室
。
全
て
の
客
室
に
専
用
ド
ッ

グ
ラ
ン
や
一
緒
に
食
事
が
で
き
る
イ
ン
ル

ー
ム
ダ
イ
ニ
ン
グ
が
あ
る
。

　
２
０
２
４
年
６
月
に
開
設
。
金
刀
比
羅

宮
に
代
参
し
た
犬
に
ま
つ
わ
る
物
語
「
こ

ん
ぴ
ら
狗
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
家
族
、

愛
犬
が
一
緒
に
大
切
な
時
間
を
過
ご
せ

る
。

　
１
室
当
た
り
最
大
２
頭（
小
型
犬
の
み
）

ま
で
宿
泊
可
能
。
全
て
の
客
室
に
温
泉
露

天
風
呂
を
完
備
。
犬
専
用
の
露
天
風
呂
、

テ
ラ
ス
併
設
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ド
ッ
グ
ラ

ン
も
あ
る
。
食
事
は
部
屋
食
で
犬
用
メ
ニ

ュ
ー
も
提
供
（
別
途
有
料
）
し
て
い
る
。

　
ゲ
ー
ジ
や
ト
イ
レ
、
フ
ー
ド
ボ
ウ
ル
、

粘
着
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
、
犬
の
た
め
の
ア
メ

ニ
テ
ィ
も
充
実
。
ド
ッ
グ
ラ
ン
は
共
有
ス

ペ
ー
ス
に
も
開
設
さ
れ
て
い
る
。

　
▽
香
川
県
仲
多
度
郡
琴
平
町
５
５
６
の

１
。
☎
０
８
７
７
（
７
５
）
１
１
１
１
。

https://www.koubaitei.jp/

　
瀬
戸
内
海
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す
る
広

島
県
大
崎
上
島
町
の
温
泉
宿
、
ホ
テ
ル
清

風
館
（
村
上
和
夫
社
長
）
。
高
台
に
建
つ

館
か
ら
は
瀬
戸
内
の
島
々
が
眼
下
に
広
が

り
、
周
辺
に
は
中
ノ
鼻
灯
台
や
竹
原
の
町

並
み
保
存
地
区
等
の
観
光
名
所
も
充
実
。

島
時
間
を
楽
し
む
拠
点
に
最
適
だ
。

　
客
室
は

室
。
全
室
か
ら
瀬
戸
内
の
多

島
美
を
望
む
こ
と
が
で
き
、
和
室
を
中
心

に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
の
洋
室
や
瀬
戸

内
海
に
ゆ
か
り
あ
る
作
家
・
三
枡
正
典
氏

が
市
松
模
様
を
取
り
入
れ
た
和
モ
ダ
ン
客

室
な
ど
多
彩
な
タ
イ
プ
を
用
意
し
た
。

　
最
上
階
角
部
屋
の
デ
ラ
ッ
ク
ス
ツ
イ
ン

「
陽
光
」
は
、
露
天
風
呂
と
北
欧
製
の
本

格
サ
ウ
ナ
を
備
え
た
特
別
室
（
定
員
２

人
）
。

平
方
㍍
の
広
さ
を
誇
り
、
大
き

な
窓
か
ら
瀬
戸
内
に
昇
る
朝
日
を
独
り
占

め
。
客
室
と
露
天
風
呂
に
は
天
然
檜ひ

の
き

を

使
用
し
、
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
快

眠
を
促
し
て
く
れ
る
。

　
昨
年

月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
コ

ー
ナ
ー
フ
ォ
ー
ス
」
は
、
客
室
で
唯
一
、

朝
焼
け
に
染
ま
る
大
三
島
と
木
江
港
が
見

渡
せ
る
。
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
と
和
室
を

設
け
、最
大
６
人
ま
で
宿
泊
可
能
。プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
や
Ｒ
ｅ
Ｆ
ａ
の
ド
ラ
イ
ヤ
ー
な

ど
を
完
備
し
、
女
性
グ
ル
ー
プ
や
三
世
代

旅
行
で
の
利
用
に
人
気
を
集
め
て
い
る
。

　
▽
広
島
県
豊
田
郡
大
崎
上
島
町
沖
浦
１

９
０
０
。
☎
０
８
４
６
（
６
２
）
０
５
５

５
。https://hotel-seifukan.co.jp/

露天風呂と本格サウナを
備えた特別室「陽光」

北
門
屋
敷
表
門

　
「
萩
城
三
の
丸
　
北
門
屋
敷
」
（
吉
村

龍
一
朗
社
長
）
は
、
世
界
遺
産
「
萩
城
下

町
」
の
中
に
位
置
す
る
唯
一
の
旅
館
だ
。

萩
城
内
、
か
つ
て
城
を
守
る
重
臣
た
ち
が

居
を
構
え
た
萩
城
三
の
丸
の
毛
利
一
門
、

吉
敷
毛
利
家
屋
敷
跡
に
あ
る
。
藩
政
時
代

か
ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
町
割
り
と
、

当
時
の
面
影
を
色
濃
く
残
し
た
武
家
屋
敷

群
。
江
戸
時
代
の
息
づ
か
い
を
そ
の
ま
ま

感
じ
ら
れ
る
。

　
宿
周
辺
の
上
級
武
家
屋
敷
は
も
と
よ

り
、
萩
城
下
町
や
萩
城
跡
ま
で
も
徒
歩
圏

内
と
散
策
に
も
最
適
で
、
そ
れ
を
目
的
と

し
た
宿
泊
客
も
多
い
。
そ
の
た
め
旅
館
の

通
常
の
接
客
の
他
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手
描

き
散
策
マ
ッ
プ
な
ど
、
歴
史
案
内
を
含
む

観
光
案
内
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
今
年
は

毛
利
輝
元
の
没
後
４
０
０
年
。
近
隣
の

「
萩
博
物
館
」
「
毛
利
博
物
館
」
で
は
、

記
念
展
示
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
同
館
は
館
内
散
策
も
お
す
す
め
。
客
室

か
ら
は
静
け
さ
に
満
ち
た
日
本
庭
園
を
眺

め
ら
れ
る
ほ
か
、
和
洋
の
花
木
が
調
和
す

る
英
国
式
庭
園
「
ホ
ク
モ
ン
ガ
ー
デ
ン
」

で
は
四
季
の
移
ろ
い
を
楽
し
め
る
。
館
内

に
は
萩
の
歴
史
に
ま
つ
わ
る
書
籍
を
集
め

た
図
書
室
も
あ
り
、
落
ち
着
い
た
空
間
で

読
書
を
楽
し
む
こ
と
も
可
能
だ
。

　
▽
山
口
県
萩
市
堀
内
２
１
０
。
☎
０
８

３
８（
２
２
）７
５
２
１
。https://www.

hokumon.co.jp/

海
が
目
の
前
の
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
唐
津
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
（
牧
昌
孝
社

長
）
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
目
の
前
に
海

（
唐
津
湾
）
を
望
む
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
あ
る
。
全
室
が
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー

で
、
宿
泊
客
は
海
か
ら
の
心
地
良
い
潮
風

を
感
じ
な
が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
ひ
と
時

を
過
ご
せ
る
。

　
「
く
つ
ろ
ぎ
」
と
「
や
す
ら
ぎ
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
客
室
は
、
上
質
な
イ
ン
テ
リ

ア
と
海
の
借
景
が
ぜ
い
た
く
な
滞
在
を
可

能
に
す
る
。
特
に
東
館
の
８
階
と
７
階
は

「
ク
ラ
ブ
フ
ロ
ア
」
と
名
付
け
ら
れ
た
特

別
な
空
間
。
天
然
温
泉
の
客
室
露
天
風
呂

を
備
え
た
広
さ
１
９
４
平
方
㍍
の
「
プ
レ

ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
オ
ー
シ
ャ
ン
ス
イ
ー
ト
」

を
は
じ
め
、
全

室
を
備
え
る
。
こ
の
フ

ロ
ア
の
宿
泊
客
の
み
が
利
用
で
き
る
ラ
ウ

ン
ジ
「
グ
ラ
ン
ブ
ル
ー
」
で
、
専
門
ス
タ

ッ
フ
が
心
を
込
め
て
ゲ
ス
ト
を
お
も
て
な

し
す
る
。

　
大
海
原
と
「
虹
の
松
原
」
を
望
む
天
然

温
泉
の
屋
上
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
プ
ー
ル

「
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
サ
ー
マ
ル
バ
ス
」
は
宿

泊
客
に
と
っ
て
究
極
の
癒
や
し
空
間
で
あ

る
。

　
▽
佐
賀
県
唐
津
市
東
唐
津
４
の
１
８

２
。
☎
０
９
５
５
（
７
５
）
３
３
０
０
。

https://www.seaside.karatsu.saga.jp

（７） 第３２８７号第３種郵便物認可２０２５年（令和７年）１０月１３日（月曜日）

▼投票はこちらの
ＱＲコードから

「選」の入選施設には認定証が贈られ
る。その授与式を毎年１月に開催（写真は
今年１月日に開かれた年度式典）


